
 

 

令和元年度 協働事業の提案支援モデル事業  

（事業期間：平成 29年度から令和元年度の３か年事業） 

 

パワポ資料 

 

＜団体名・テーマ＞ 

○ 特定非営利活動法人 肺がん患者の会ワンステップ 

「学校でのがん教育に向けたがん患者外部講師の育成モデル事業」 

  

○ ＮＰＯ法人 のはらネットワーク 

「ちょこっと子育てレスキュー隊」 

 

○ てんでんこプロジェクト（金沢区災害ボランティアネットワーク） 

「地域の子ども・青少年の防災力向上のための事業」 

第４期第４回 横浜市市民協働推進委員会 資料１－３ 



学校でのがん教育に向けた

がん患者外部講師の育成モデル事業
横浜市市民局「協働事業の提案支援モデル事業」



昨年度(平成30年度）の取り組み例

・現状の把握
・先行事例の
見学・分析

授業内容の組立て
（医療者監修）

県教育委員会の
要請で

モデル授業実施

・各団体が授業依頼をそれぞれ受託（効率や質）
⇒同じ目的を持つ仲間と共に共通の課題に取り組む

課題



一般社団法人 神奈川県がん患者団体連合会を設立
（2019年1月）

一般社団法人グループ・ネクサス・ジャパン●
NPO法人肺がん患者の会ワンステップ●

神奈川県立がんセンター患者会「コスモス」●
相模原協同病院がん患者会「富貴草」●

あけぼの神奈川●
一般社団法人ピアリング●

頭頸部がん患者と家族の会「Nicotto（ニコット）」●
おしゃべりバディー●

聖マリアンナ医科大学病院
乳がん体験者の会「マリアリボン」●

ハートプレイス●
ピサポートよこはま●

若手がん患者会 ローズマリー●
Company de company●

ＧＩＳＴＥＲＳ神奈川●
＜計１４団体＞



(1)外部講師の育成 (3)外部講師の見える化(2)がん教育の実施
研修の実施
①がん教育研修

(4日間)
②フォローアップ研修

(2日間)

授業(７校）
・モデル授業 3校
・直接依頼 2校
・自治体の保健師さん
からの依頼 2校

外部講師の紹介冊子
・外部講師の
リスト化

・冊子作成

＋信頼関係の構築
横浜市、川崎市、神奈川県教育委員会、横浜市教育委員会、神奈川県、
学校関係者、保健師、医療者、がん教育協議会など

今年度の取り組み結果

※フォローアップ研修 (2日間)はコロナウイルス対策のため、中止としました



4日間のがん教育研修を開催。
外部講師希望者だけではなく、
学校関係者や行政担当者も多数参加。

がん教育研修1日目（10月5日）

◆講演
①「がん教育への期待」

杉崎弘周先生（新潟医療福祉大学）
② 「がん教育の実践について〜行政の立場から」

藤至光先生（横浜市教育委員会事務局小中学校）
③ 「子ども達に伝えるがんの知識とは」

片山佳代子先生（県立がんセンター臨床研究所）

◆模擬授業
① 「実践例〜医療者外部講師の場合」

成島道昭氏（昭和大学横浜市北部病院）
② 「実践例〜がん患者外部講師の場合」

長谷川一男氏（肺がん患者の会ワンステップ）
③ 「実践例〜がん患者外部講師の場合」

泉川しずか氏（キャンサーサポート福岡）

(1)外部講師の育成 ＜がん教育研修＞



◆ワークショップ
行政、学校関係者を含んだグループでワーク
ショップを行いました。

①「がん患者ってどういう人？」
②「専門用語をどうわかりやすく伝えるか？」
③「配慮すべきことは何か？」
④「実際に伝えてみる」

※ここまでの参加者は
外部講師希望者25名 学校関係者10名

がん教育研修2日目（10月20日）

がん教育研修３・4日目（11月4日、9日）

◆外部講師希望者による模擬授業
これまで学んだことを活かして自分の経験２
０分で発表。目的を意識しながら、参加者同
士でフィードバックを行うとともに、チェック
項目にポイントをつけていきました。

結果、外部講師希望者１８名が修了



◆ワークショップ
「がん教育の実践編」
助友 裕子先生（日本女子体育大学）

◆講演
①「令和元年度 神奈川県のがん教育を振り返って」

長屋洋志先生（神奈川県教育委員会）
②「がん教育の実践について～教育の現場から」

永井真樹先生（横浜市瀬谷中学校）
③「外部講師に期待すること」

片山佳代子先生（神奈川県立がんセンター）

◆講座
スライド作成ワンポイント講座＋Ｑ＆Ａ

岩澤玉青氏（乳がん体験者の会マリアリボン）

フォローアップ研修1日目（3月8日）

がん教育研修を受講した外部講師向けにフォローアップ研修を実施予定。
実践を意識したプログラムを実施。

フォローアップ研修2日目（3月14日）

◆ワークショップ
「心をつかむ話し方講座」
佐々木美佳氏（フリーアナウンサー）

◆外部講師希望者による模擬授業経験
これまで学んだことを活かして自分の経験20
分を見直し模擬授業を作成。参加者の前で発表。

(1)外部講師の育成 ＜フォローアップ研修＞

※フォローアップ研修 (2日間)はコロナウイルス対策のため、中止としました



授業の構成
①教師＋がん経験者講師
②医師＋がん経験者講師
③がん経験者講師

がん経験者講師の担当
①経験談、②経験談＋Ｑ＆Ａ
③経験談＋話し合い活動
④Ｑ＆Ａ
⑤知識＋経験談

学校側の要望は多様、事前の打ち合わせが重要

授業実施(７校）
モデル授業 3校、直接依頼 2校、自治体の保健師さんからの依頼 2校

(2)がん教育の実施



実践例①

保健体育 医療者＋がん経験者外部講師

知識＋経験談

人数 約３４０人

対象 中学２年生、３年生

時間 第３校時 ２年生／第４校時 ３年生

※１年生は第２校時に医療者のみで実施

場所 体育館

目標 基礎知識：

がんについて正しく理解できるよう

にする

経験談：
健康と命の大切さについて主体的に
考えることができるようにする

計 ５０ 分授業

●講師紹介、導入(２、３年学年担任)  ５分

●がんの基礎知識（医師） ２０分
・がんとは（発生のしくみ、原因等）
・我が国、神奈川県のがんの状況
・予防・早期発見・がん検診
・がんの治療法

●がんの経験談（がん患者） ２０分
「光の先に見えた景色」

・がんになった経緯

・子どもも治療もあきらめないために私がしたこと
・乳がん治療と副作用
・これまで通り接し支えてくれた人たち
・「がん」と「がん患者」の正しい理解
・諦めても、失っても、また希望は生まれる
・助けを求めること、手を差し伸べることの大切さ
（がん患者の生活の質、理解と共生を中心に構成）

●まとめ ５分

養護教諭

がん経験者の方に講師を依頼するに
あたり、よくも悪くも与える印象が強
い事や、どういった方がいらっしゃる
か分からないと不安がありました。
それでも「がんと向き合う人々に対す
る共感的な理解を深めること」には、
経験談が効果的な教材であると考え
ました。

事前打合わせや資料の準備等細やか
なご連絡をいただき、本校の実態に
合った講演をしていただき大変あり
がたかったです。また、外部講師の人
の心を惹きつけるお話に、他の職員
も感心しておりました。

※冊子に詳細な事例が5つあります



総合学習 教師＋がん経験者外部講師

知識＋経験談＋話し合い活動

人数 １３９人 ４クラス

対象 中学２年生

時間 第５校時～第６校時

場所 体育館

目標 がんについての正しい知識を得る

命の大切さについて考える

計 ６５分授業

●がんに対する知識（保健体育教諭） ２０分
・がんとは（がんの要因等）
・がんの予防
・がんの早期発見・がん検診
・がんの治療法

●がんの経験談（がん患者） ２０分
「もっと知ろう！がんのこと」
・がんになった経緯
・苦しみの中で支えてくれたもの
・たばこ、受動喫煙の恐ろしさ
・今を精一杯生きることの大切さ

●ワークショップ・話し合い活動 １０分
周囲はどのようなサポートが可能か？

●まとめ・代表挨拶 ５分

教師

普段からの信頼関係を存分に生か
し内容が心に届くように努めまし
た。

生徒たちは、温かくも真剣な様子
で、話を聴いたりワークショップに
取り組んだりしていました。

また、実際に自分ができることは
何だろうかと、様々な場面を想定
して考えることができたのは、生徒
たちにとって大きな財産になった
のではないかと思います。

実践例②

※冊子に詳細な事例が5つあります



保 健 がん経験者外部講師のみ

知識＋経験談＋Ｑ&A

人数 ５１０人 １３クラス

対象 高校１年生

時間 第５校時～第６校時

場所 体育館

目標 がんについての正しい知識を得る

命の大切さについて考える

計 ５０分授業

●がんに対する知識 １０分
・がんとは（がんの要因等）
・日本(神奈川)におけるがんの状況
・がんの予防
・がんの早期発見・がん検診
・がんの治療法
・がん治療における緩和ケア
・がん患者への理解と共生

●がんの経験談 ４０分
「若年がんを経験して生きていくということ」

・わたしの病歴
・治療後の問題点
・患者経験を活かして

●質疑応答

外部講師（がん経験者）

大勢に話すからこそ、がん患者が
身近に感じられるように心がけま
した。

がんの知識は複雑で難しいのでが
ん患者の偏見につながらないよう
考慮し、質問形式にすることで「自
分ごと」として考えていただけまし
た。

経験談の話になったとたんに集中
して聞いていた姿が印象的でした
。

実践例③

※冊子に詳細な事例が5つあります



冊子作成
・外部講師のリスト化
・外部講師紹介
・がん教育の実践例
・がん教育関係者の
コメントなど

横浜市立の学校への配布

(3)外部講師の見える化



①外部講師の質・数の担保
②主体である学校関係者の理解・知識不足
③派遣するしくみの構築
④がん教育実施の予算、科目

事業1. 学校のがん教育責任者・担当者
＆外部講師（がん経験者）養成研修事業

事業2. 講師の派遣/実施
事業３．みなとみらいでのがん教育普及イベント

（協賛企業が付き、検討中。一緒にお願いします！）
※神奈川県 基金21を獲得 今後3年間の活動資金を得ました

今後の課題



協働ありがとうございました。
これからもお願いいたします！



































































ＮＰО法人 のはらネットワーク
西田清美

2020年2月23日（日）

ちょこっと子育て
レスキュー隊



ちょこっと子育てレスキュー隊とは
「こどもをちょっと預かってもらえる場所があれば・・・」
という声にすこしでも何かしたいと、都筑区内の乳幼児一時預かり施設や
親と子のつどいの広場など子育て支援者が集まり、
出張一時預かりの実施、緊急性の高い方のニーズに応える預かりの仕組
みづくりに取り組んでいます。
横浜市市民局の“協働により地域課題に取り組む”「協働事業の提案支
援モデル事業」を活用しています。
今年度、身近に預かり施設のない方のため、また北部療育センターに通う
方のきょうだい児のため「出張一時預かり」を大熊町と平台の自治会館でサ
ポーターをつのって実施しました。身近な地域で、子育てする側、支援する
側みんなにやさしい子育て支援の在り方を模索しながら活動しています。



一時預かりは、応急処置

緊急性のある人を
預かりの支援につなげる

ほうっておくとひどくなる



応急処置では、根本的な解決にはならない
必要とされている支援は、（アンケートより）
１．親子が自由に過ごせる場
２．ベビーカーで行きやすい場
３．同じ地域で暮らす子育て家庭が出会える場
３． 子どもを預かってくれる場

一緒に課題を解決する仲間に
声をかけ・・・



課題解決のアイディアがうまれた。
（→これが提案に）



「ちょこっと子育てレスキュー隊」今年度の取り組み

乳幼児一時預かり（ぽっぽ・さんぽ・仲町台フェアリーランド）／
親と子のつどいの広場（すくすくサロン・ぷらっとカフェ・つづき）／北部療育センター

協働:横浜市市民局／協力:都筑区こども家庭支援課・都筑区子育て支援センターポポラ・都筑区社会福祉協議会



毎月1回協議会を開催
日時 出席 内容

4月25日 14人 顔合わせ・経緯説明・提案 部会に分かれて協議

5月27日 12人 部会に分かれて協議 リーフレット作成について

6月18日 13人 部会に分かれて協議 サポーター養成講座検討

7月24日 13人 部会に分かれて協議 9月の研修の検討

8月24日 15人 部会に分かれて協議 児童家庭支援センターかわわ紹介

9月27日 10人 部会報告

10月25日 12人 部会報告

11月19日 12人 部会報告 1月研修・振り返り会検討

12月11日 13人 今後に向けて（各部会） 1月研修・振り返り会検討

1月23日 10人 今後に向けて 3月フォーラム検討

2月23日 10人 今後に向けて 3月フォーラム検討



まずは、知ってもらうために

困ったときに、頼れると
ころ（預かり施設）があ
ることを、子育てを始め
るときに、知ってもらう
取り組みとして

→都筑区の広報で紹介さ
れたものを使用した
リーフレットを作成
区内のすべての赤ちゃん
会会場で、協議会メン
バーが直接手渡しで、配
布させていただく。



ちょこっと子育てレスキュー隊協議会の取り組み
（部会①）緊急性の高いニーズに応えるための仕組みつくり

協議会の各施設が空き状況を確認
できるとよい。
でもシステムを作るのは大変、お金も
⇒スケジュール調整サービス「伝助」
を利用

困ったときにすぐに預けらない

（レスキュー隊の声）
自分のところがいっぱいで
も、他の施設を紹介出
来る。利用者と一緒に
考えることができる

顔を知ったつながりだから
こそ安心できる



ちょこっと子育てレスキュー隊協議会の取り組み

（部会②）預かりの支援が届きにくい場での
出張一時預かり

→（知ってもらう）
都田地区回覧・掲示、地域の支援の場、あかちゃん会、大熊保育園、民生委員経由

近くに支援の
場がない

社会福祉協議会事務局⾧
S氏から

大熊町S自治会⾧へ

都田地区
大熊町内会館



（部会２）大熊出張一時預かりと「一緒にあそぼう」のチラシ

QRコード
を作成して

チラシにつけました



（部会②）大熊出張一時預かりの様子



（部会２）利用者数
79人

親子 8組

日付 0歳 1歳 2歳 3歳 親子 キャンセル 利用者数

9／⒒ 2人 1人 1人 2人 1人 4人（2人）

9／18 3人 1人 4人

9／25 1人 1人 1人 3人

10／2 3人 1人 4人

10／9 3人 1人 1人 1人 4人（1人）

10／16 3人 1人 1人 1人 1人 5人（1人）

10／23 2人 1人 1人 1人 1人 4人（1人）

10／30 3人 1人 2人 1人 3人 7人（3人）

10／30 1人 1人

11／13 2人 1人 2人 5人

11／20 3人 1人 4人

11／27 3人 2人 1人 1人 7人

12／4 3人 3人 1人 1人 8人

12／⒒ 3人 1人 1人 1人 6人

2／5 3人 2人 1人 2人 6人

3／４ 2人 2人 3人 3人 7人

合計 35人 20人 10人 14人 8人 9人 79

9月4日 説明会
8組（19名）

1月23日
親子であそぼう
5組参加

利用者の要望で
追加実施2回



（部会２）大熊出張一時預かり利用者の声

地域

大熊 川向 折本 新吉田

新羽 加賀原 池辺

■利用しようと思った理由

・仕事・子どもの社会性を学ぶため
・親子用事のため
・リフレッシュ
・未就園児で、集団の中での遊びを経験させたいため
・お友達と遊ばせる機会が近くでなかなかなかったので
利用させていただきました。

・後追いがひどいので慣れさせるため
・今まで近くになかったので
・家のことをしたかった。人馴れするため
・買い物に行くとき二人連れで大変だから
・子どもが友達と遊べて楽しそうだから



（部会２）大熊出張一時預かり利用者の声

■預かり前と後でお子さんの変化はありましたか？

・楽しそうに出来事を話してくれた
・9月から預け、徐々に言葉が増えてきた。11月末から少し会話ができる
ようになり、理解力も上がってきた。
公園では一カ所で小さく遊んでいたが、走り回るようになりのびのび
と遊び 表情が豊かになった。

・一時預かりを利用してから成⾧に手ごたえを感じ、いい刺激になった。
・ブロック遊びなど集中してできるようになった。自分より小さい子と
接して幼い母性が芽生えた。

・次の日 少しぐずったりはあったので寂しかったのはあるかな？と思いました。
でも普段できない水遊びや外で全力で遊んだり刺激をたくさん受けたみたいで
よかったです。



（部会３）大熊一時預かり利用者の声

■預かり前と後でお母さんの感想を教えてください

・子どもを預けて家への帰り道、肩の荷が下りてとても体が軽くなった
感じがしました。
あまり自覚していないけど緊張感をもって子育てしているんだなーと
思いました。

・ほっとできるひとときをありがとうございました。
・用事のために初めて託児を利用したのですが、子どもも楽しそうだし、
施設の方も優しくて頼りになるし、育児に余裕がなくなったときなど、
今後の逃げ場ができたのはとても大きいです。積極的に利用したいと思いました。

・来年からの幼稚園が不安でしたが、子ども同士でも遊ぶようになったと聞き安心
しました。プレ幼稚園にも通っておらず、親子二人きりでは、限界を感じていまし

た。
・このような場を作ってくださり大変感謝しています。
・また来年もお会い出来たらうれしいです。ありがとうございました。
・リフレッシュできました。



ちょこっと子育てレスキュー隊協議会の取り組み

（部会③）北部療育センターに通う兄弟児の保育

年間8000人以上の
未就学児の診療と

療育
の利用がある

兄弟児の
保育が
足りない

療育センター
近くで保育で
きる場を探す

平台町内会館で
出張保育



（部会３）北部療育センター兄弟児保育の様子

福祉に地域は、関係
ありません。空いて
いるときは、使って
ください
（平台Ｉ会⾧）

近くで預かっていた
だけて助かります。

下の子の預け先がない
ので親子教室をあきら
めようと思っていまし
たので助かります。



（部会３）北部療育センターきょうだい児保育利用者数 19人

日付 0歳 1歳 2歳 3歳 3歳以上 キャンセル 合計

9／３ 1人 1人 1人 2人

10／３ 1人 1人

10／10 2人 2人

10／17 1人 2人 1人

10／24 2人 2人

10／31 1人 1人 2人 4人

11／5 1人 1人 1人 3人

11／⒒ 1人

11／12 1人 1人

11／18 1人 1人

11／19 1人 1人

11／26 1人 1人



（部会３）北部療育センターに通うきょうだい児の保育
保育をして見えてきた課題

診断・面談・親子クラスは、
曜日が固定できない

きょうだい児は、未就学児
だけでない

不安を抱える保護者への対応

必要な日に保育を設定。
会場は、ケアプラザも

使用した。

一時預かり施設への
送迎ボランティアに

つなげる

小学生の保育も受ける
ことにした

母たちのおしゃべり会
「ぽこぺん」に誘う



ちょこっと子育てレスキュー隊協議会
の取り組み

一時預かりサポーター
養成講座

・一時預かりや親と子の
つどいの広場を利用して
いた保護者

・プレイパークの世話人

に声をかけて募集した。



ちょこっと子育てレスキュー隊協議会の取り組み

一時預かりサポーター養成講座・６月27日
都筑地区センター
参加者:17人

•
• （サポーターの声）
• ワークショップで体感できた
• のは、面白い経験でした。



ちょこっと子育てレスキュー隊協議会の取り組み

一時預かりサポーター養成講座受講者が、保育をサポート

（サポーターの声）
子育て中の悩みを話す側、聞く側、
両方体験出来て
このような場があることは、本当に
ありがたいと思いました。



ちょこっと子育てレスキュー隊協議会の取り組み
一時預かりサポーター振り返り講座 参加者12人・スタッフ6人
2020年1月21日 会場:かけはしつづき

（サポーターの声）
・不安に思ったり、楽しかったことを共有できてよかった。自分が感じた事と違う考えや、
他の対応の仕方が聞けて参考になった。
・「地域で子育て」なんとなく興味が合って参加した。保育をしていくうち、必要性、
ずーっと続けていけたらいいと感じた。
・自分がたくさんの方にして頂けたように、子育てでつらい思いをしている方の一助になれた
らと思った。

（協議会メンバーの声）
・サポーター皆さんがそれぞれ感じたことを話すことで、自分だけの気づきだけではなく大きな気づきに
つながりまた支援の循環になっている気がしました。



ちょこっと子育てレスキュー隊協議会の取り組み

講座や研修
区内の支援者スキルアップのための研修開催

2019年9月27日 会場:都筑区役所1階
参加者 70人 協議会メンバー 10人
内訳: 一時預かり・親と子のつどいの広場スタッフ

赤ちゃん訪問員
子育て支援者
民生・主任児童委員 ほか

内容について : わかりやすかった 45人
自分の活動の参考になった 35人
もっと学びたい 5人
今後役に立つと思います。
0歳児の母親の教育が大事なことを知りました。
ビデオが見られなかったのが残念だった。



ちょこっと子育てレスキュー隊協議会の取り組み

講座や研修
区内の支援者スキルアップのための研修開催

2020年 1月23日 会場:かけはしつづき
参加者 51人 協議会メンバー 10人
内訳:一時預かり・親と子のつどいの広場スタッフ 21人

民生・主任児童委員 7人 区役所 2人
レスキュー隊サポーター 2人 チラシ 3人
赤ちゃん訪問員 1人

内容について: わかりやすかった 34人
自分の活動に参考になった 14人
もっと学びたい 6人
全部がよかった
勉強になりました
また聞きたいです
時間が足りなくて残念、もっと聞きたいくらいです



現在の子育て状況
2019年3月18日 フオーラム 尾木まりさんの資料から



これからの子育て支援
2019年3月18日 フオーラム 尾木まりさんの資料から



「ちょこっとレスキュー隊」だからできたこと

ケアプ
ラザ

一時預かり
保育室

親と子の
つどいの
広場

子育て
支援セ
ンター

市民局 区役所

施設や事業の枠を超える（つながる）ことで、網目がもっと
細かくなって多くの不安に対応できる



２年目（未来）に向けて

・３月２６日（木）都筑区でフオーラム開催
「地域で とりくむ 子育て支援」（仮題）
ファシリテーター 子どもの領域研究所所⾧ 尾木まりさん
・出張一時預かりは、大熊町以外でも依頼があれば実施
（予算は、助成金を申請予定）
・療育センターに通うきょうだい児の保育は、
北部療育センターと一緒に取り組んでいく方向で進めている

レスキュー隊の輪が広がりますように・・・



ちょこっと子育て
レスキュー隊は、

都筑区の
子育て支援を有効
活用できることを
考えます



ちょこっと子育てレ
スキュー隊の

そのさきにあるのは、
すべての子どもたちの笑
顔です



提案事業名 地域の子ども・青少年の防災力向上のための事業

てんでんこ金沢プロジェクト

2020.03.09実施報告会資料



活動報告

①防災スクール
小学生向け、保護者向け、一般向けの防災教育活動を実施

②出前防災教室
防災スクール等で得たノウハウを、学校・地域からの依頼を受け、年

齢・対象に応じた出前防災教室を実施。

③ネットワーク形成・波及
金沢区内での防災を進めるネットワークの形成・区内外への波及



①防災スクール
ア）小学生向けプログラム
てんでんこスクール

地域が行う防災スクールとして、年4回の企画を実施。

4/29 防災ゲームの学校 41名参加

7/6 防災料理教室・救急法体験 26名参加

10/14 防災遠足 23名参加

1/25・26 防災キャンプ（宿泊） 19名参加



①防災スクール
イ）保護者向けプログラム

てんでんこママスクール

地域が行う子育て中の保護者への意識啓発として、年２回の企画を実施。

子どもと一緒にてんでんこの意識を持つ家庭づくりを推進。

5/2 当事者の講話・調理実習 33名参加

8/23 防災料理教室・救急法体験 26名参加

（中止） 防災デイキャンプ（日帰り）



①防災スクール
ウ）一般向けプログラム

地域が行う多くの方への意識啓発として、年３回の企画を実施。

てんでんこの意識を持つ市民づくりを推進。

11/4 親子防災＆アウトドアスキルアップセミナー 37名参加

12/8 NHKワークショップキャラバン「わが街のインクルーシブ防災」 32名参加

１/13 津波避難 てんでんこ競争 80名参加



②出前防災教室

地域・学校からの依頼を受け、防災講座・体験会等を実施。

てんでんこの意識を持つ地域づくりを推進。

6/2 葉山町災害ボランティアネットワーク総会 講演

9/22 富岡地区センターミニ講座 参加者無のため中止

10/27 釜利谷地区センター防災講座 参加者無のため中止

11/16 フォーラムＫＡＮＡＺＡＷＡ ワークショップ・紙芝居 約100名参加

11/16 南区はまっこキッズ連絡協議会ＫＩＤＳＢＯＵＳＡＩワークショップ 約150名参加

2/15 瀬ケ崎小学校地域防災拠点訓練児童向け授業プログラム協力 約360名参加



③ネットワーク形成・波及

防災教育を進めるためのネットワークを形成・波及の取り組みを実施。

防災活動協力小学校：12校 中学校：５校 高等学校：１校

防災活動協力保育園：21

てんでんこニュース第四号、11月作成・5,000部発行

学齢期別防災教育プログラム事例集、11月作成 協力校に配布

逗子葉山地域に普及＝てんでんこ逗葉設立、防災教育プログラム実施協力



2年間の成果
・協働体制の確立＝市・区・関係機関・てんでんこの協働の位置づけ確立

・防災教育プログラムの定着化＝実施体制の明確化

・防災教育プログラムの効果＝参加児童の成長

・学校での防災教育プログラム案の作成＝協力校に提案配布

・新たな防災教育プログラムの構築＝てんでんこ競争等

・ネットワークの拡大と構築

＝協力小学校・中学校・高等学校・保育園の体制整備

＝独自の周知方法の確立

・他地域への拡大＝てんでんこ逗葉設立協力



2年間実施の効果
・防災意識・知識・対応が根付いた子ども・青少年の育成

・防災意識・知識・対応が根付いた保護者・家庭の育成

・防災意識・知識・対応が根付いた支援者の育成

・地域・学校・子育て支援施設・地域防災拠点など、

子どもを取り巻く防災協力ネットワークの構築

・防災活動の主軸となる年代層の多世代化

・以上の効果から、実際の災害発生時の死亡者の減少、

災害発生後の地域での助け合いができる地域に近づく



次年度の方向性
・次年度は、事業継続性、波及性、協働を検討した結果、

金沢区災害ボランティアネットワークの活動として位置付ける。

・プログラムを整理して実施する

防災スクール年4回、ママパパぼうさいカフェ年1回、てんでんこ競争、とする。

6/13（土）防災スクール防災遠足

8/29（土）防災スクール救急法・クッキング／同時開催ママパパぼうさいカフェ

10/17（土）防災スクール 金沢工業団地での災害ボランティア活動シミュレーション

12/19（土）20（日）防災スクール防災キャンプ

1/10（日）てんでんこ競争

・小学校等地域からの防災教育プログラム要請に協力する

・他地域災ボラへのてんでんこプログラム啓発を行う（横浜災ボラBブロック会議等）



いつ起こるかわからない災害に備える地域を

楽しく楽しく作りたい

てんでんこプロジェクト
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